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研究成果の概要 

ピコリットルオーダーである細胞の内部には、オルガネラなどのフェムト～アトリットル（10^-18 

～ 10^-15 L）の高次構造が存在し、それらが生物の機能発現に極めて重要な役割を有する。本創発研

究では、これら微小構造と同じナノメートルスケールの先端径をもつガラスナノピペットを用いたア

トリットルレベルの流量制御技術により、細胞内の高次構造への直接的なインタラクトを目的として

いる。 

 本年度ではナノピペットを用いた細胞内へのインジェクション技術の精度と分析に特に発展があり、

高分子から低分子まで幅広い試薬のインジェクションや、インジェクション後の分析について進展が

見られた。また、細胞内からの高次構造回収についても技術が向上し、これまでの技術では回収が難し

かった細胞内構造でも回収が可能になった。また、ナノピペットにより回収した細胞内構造の RNAの多

項目評価環境も更に整い、次年度以降での分析を期待したい。最後に、ナノピペットを用いた走査型プ

ローブ顕微鏡による細胞表面構造の高空間分解能計測についても進展し、空間分解能の向上が期待さ

れた。 
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